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［
愛
知
所
］
九
月
二
十
五
日
、
地
域
の
子
供
達

に
国
有
林
の
仕
事
や
森
林
林
業
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
「
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
を

見
学
し
よ
う
」
と
題
し
新
城
市
立
庭
野
小
学
校

の
一
、二
年
生
の
児
童
を
対
象
に
初
め
て
見
学

会
を
行
い
ま
し
た
。
所
長
に
よ
る
国
有
林
の
概

要
説
明
や
事
務
所
内
の
案
内
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
模
型
を
使
っ
て
土
砂
崩
れ
、
水
源

涵
養
・
洪
水
防
止
機
能
な
ど
森
林
の
働
き
を
学

ん
だ
の
ち
、
木
や
竹
の
輪
切
り
な
ど
を
使
っ
た

壁
掛
け
作
り
や
、
樹
木
の
種
の
模
型
作
り
を
行

い
、
種
が
子
孫
を
残
す
た
め
遠
く
ま
で
飛
ん
で

い
く
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
酒
向
首
席
森

林
官
の
分
か
り
や
す
く
楽
し
い
話
に
児
童
達
も

終
始
笑
顔
で
し
た
。

　

ま
た
、
庭
野
小
学
校
は
当
所
に
近
く
、
児
童

の
中
に
は
、
職
員
の
子
供
も
お
り
、
な
か
な
か

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
職
場
で
働
い
て
い
る

お
父
さ
ん
の
姿
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

後
日
、
児
童
達
か
ら
お
礼
の
感
想
文
が
寄
せ

ら
れ
、
小
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
当
日
の
様

子
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

 

［
南
信
署
］
十
月
二
日
に
東
京
都
渋
谷
区
で
開

催
さ
れ
た
第
五
十
三
回
治
山
研
究
発
表
会
に
お

い
て
、
当
署
の
澤
口
主
任
治
山
技
術
官
が
「
特

殊
な
環
境
（
豪
雪
・
強
酸
性
土
壌
）
に
お
け
る

緑
化
方
法
の
模
索
（
馬
曲
川
復
旧
治
山
工

事
）
」
を
発
表
し
、
最
優
秀
賞
（
緑
化
、
環
境

へ
の
配
慮
、
事
業
実
施
の
工
夫
等
の
取
組
部

門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

治
山
研
究
発
表
会
で

�

最
優
秀
賞
を
受
賞

模型で説明する首席森林官

最優秀賞を受賞した
澤口主任治山技術官

愛
知
森
林
管
理
事
務
所
を

�

見
学
し
よ
う

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

土岐地区はげ山復旧治山工事
（昭和7年～昭和45年）【岐阜県 土岐市ほか】

●所在場所
　岐阜県土岐市、瑞浪市、多治見市、旧笠原町
●施設・工法の概要
　渓間工、山腹工（石積工、積苗工、萱筋工藁伏工、
　張芝水路工、 礫暗渠工 、編柵工、播種積苗工、丸太積工、緑化工）
●解説（要約）
　昭和7年（1932年）現在の土岐市、瑞浪市の一部を施工区域とし、当時
の経済的不況を背景に失業者救済をかねて、農林省山林局の直轄事業とし
て治山工事が始められました。
　その後、昭和22年（1947年）4月の林政統一により、そのままのかたち
で名古屋営林局の直轄治山事業として引き継がれ、昭和45年（1970年）1
月までの間に実行された面積は約1,576ha、投入された労力は約175万人を
超えました。
　日本三大荒廃地の一つとまで言われた土岐のはげ山が、奇跡的に緑を回
復し、現在は豊かな里山風景となっており、一部は「陶史の森」公園とし
て、市民の憩いの森として親しまれています。
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本
研
究
は
、
澤
口
技
術
官
の
前
任
地
で
あ
る

北
信
署
で
の
植
生
工
に
関
す
る
調
査
・
研
究
に

つ
い
て
発
表
し
た
も
の
で
す
。

　

発
表
会
で
は
、
全
国
の
治
山
に
関
す
る
研
究

に
つ
い
て
四
十
三
課
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

が
、
審
査
委
員
か
ら
は
対
策
工
法
の
検
討
手
法

や
施
工
後
三
年
間
の
経
過
観
察
、
比
較
対
象
地

の
設
定
な
ど
に
つ
い
て
高
い
評
価
を
受
け
ま
し

た
。

　

治
山
事
業
は
、
森
林
の
維
持
造
成
を
通
じ
て

山
地
に
起
因
す
る
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
・
財

産
を
保
全
し
、
ま
た
、
水
源
の
涵
養
、
生
活
環

境
の
保
全
等
を
図
る
事
業
で
あ
り
、
現
場
に
今

回
の
研
究
成
果
等
を
活
用
し
、
引
き
続
き
、
よ

り
確
実
な
森
林
へ
の
復
旧
に
努
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

 

［
技
術
普
及
課
］
中
部
局
管
内
で
活
動
す
る
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
の
交
流
促

進
お
よ
び
情
報
交
換
や
相
互
研
鑽
を
目
的
と
す

る
「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
携
推

進
会
議
」
が
、
十
月
四
日
（
金
）
か
ら
五
日

（
土
）
に
か
け
て
、
塩
尻
市
内
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
十
七
年
に
始
ま
っ
た
本
会
議
は
今

年
で
九
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年
は
初
め
て
長

野
県
と
の
共
催
と
な
り
、
塩
尻
市
の
後
援
を
得

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
講
演
会
や
、
各
団
体
の
活
動
報

告
会
・
意
見
交
換
会
な
ど
に
重
点
を
置
い
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
参
加
団
体
の
見
識
を
広
げ

る
こ
と
を
目
的
に
、「
薪
の
利
用
・
普
及
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
飯
田
市
の
薪
ス
ト
ー
ブ
ユ
ー

ザ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
林
地
残
材
等
を
有
効
活

用
す
る
任
意
団
体
「
薪
人
（
ま
き
び
と
）
」
を

講
師
に
招
き
、
塩
尻
市
内
の
市
有
林
に
お
い
て

「
簡
易
索
道
を
用
い
た
集
材
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
見
学
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な

り
ま
し
た
。
玉
切
り
し
た
材
が
、
ワ
イ
ヤ
ー
で

は
な
く
ロ
ー
プ
と
ウ
イ
ン
チ
を
用
い
て
ゆ
っ
く

り
と
牽
引
さ
れ
る
様
子
に
、
参
加
団
体
の
誰
も

が
感
心
し
、
熱
心
に
質
問
し
た
り
体
験
し
た
り

と
軽
量
で
新
し
い
集
材
の
形
に
興
味
津
々
で
し

た
。

　

ま
た
、
塩
尻
市
を
中
心
に
里
山
整
備
を
行
う

「
一
期
会
（
い
ち
ご
か
い
）
」
に
よ
る
ア
カ
マ

ツ
大
径
木
の
伐
採
実
演
や
、
翌
日
の
イ
ベ
ン
ト

で
用
い
る
ク
ラ
フ
ト
用
材
料
の
収
集
な
ど
を
行

い
、
秋
晴
れ
の
下
充
実
の
初
日
と
な
り
ま
し

た
。

　

二
日
目
に
行
わ
れ
た
「
森
・
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
」
は
、
台
風
接
近
に
よ
る
不
安
定
な
天
気

予
報
の
下
、
塩
尻
市
の
「
道
の
駅　

小
坂
田
公

園
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
に
は
地

元
塩
尻
市
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
続
い

て
塩
尻
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
げ
ん
す
け
」
く
ん

に
も
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
長

野
県
緑
の
基
金
の
協
力
を
得
て
、
初
め
て
参
加

者
へ
募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
恒
例
の
「
わ
ら
細
工
（
裏
木
曽
古

事
の
森
育
成
協
議
会
）
」
や
「
竹
と
ん
ぼ
（
Ｎ

「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
携
推
進
会
議
」
開
催

表彰を受ける澤口主任治山技術官

参加者の方々

カンナくずで遊ぶ子供たちとげんすけくん

簡易索道を用いた集材のデモンストレーション
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Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
）
」、「
竹
笛

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
倶
楽
部
）
」、「
ド
パ
ス
ア
ー
ト
（
国
土
防

災
技
術
株
式
会
社
）
」
な
ど
が
並
ぶ
中
、
今
年

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
「
薪
割
り
体
験
（
薪
人
・

一
期
会
）
」
の
ブ
ー
ス
も
設
け
ま
し
た
。
軽
ト

ラ
ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
を
積
み
上
げ
た
中
に
丸
太
を

入
れ
、
ヨ
キ
を
使
っ
て
割
っ
て
い
く
の
で
す

が
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
や
大
人
で
さ
え
も

慣
れ
る
ま
で
四
苦
八
苦
。
ス
タ
ッ
フ
に
コ
ツ
を

聞
き
な
が
ら
一
生
懸
命
重
た
い
ヨ
キ
を
振
り
下

ろ
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
さ
ら
に
新
た
な
催
し
と
し
て
「
ツ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
（
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ　

Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
）
」
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
開
催
。
今
年
度
の
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ム

国
内
大
会
優
勝
者
で
あ
る
松
岡
秀
治
氏
を
招

き
、
公
園
内
の
ケ
ヤ
キ
を
用
い
て
世
界
レ
ベ
ル

の
技
術
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ロ
ー

プ
一
本
で
樹
上
に
上
が
り
、
枝
か
ら
枝
へ
と
渡

り
歩
く
姿
に
、
見
学
者
か
ら
は
歓
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。

　

悪
天
候
の
予
報
が
災
い
し
て
公
園
へ
の
親
子

連
れ
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
こ
と
が
少
し
残
念

で
す
が
、
管
内
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
十
六
団
体
が
集
ま
り
、
に
ぎ
や
か
に
情
報

や
意
見
を
交
換
し
て
交
流
を
深
め
た
二
日
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
二
日
間
の
反
省
点
は
今
後
に
活
か
す
こ

と
と
し
、
次
年
度
は
つ
い
に
第
十
回
目
を
迎
え

る
「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
携
推

進
会
議
」
を
各
団
体
の
皆
さ
ん
と
共
に
さ
ら
に

盛
り
上
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

 

［
企
画
調
整
課
］
九
月
十
八
日
、
長
野
県
庁
に

お
い
て
、「
カ
ラ
マ
ツ
新
緑
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
表
彰
式
に
は
最
優
秀
賞
受
賞
者
を
含

む
五
名
の
入
賞
者
と
主
催
者
が
参
加
し
て
行
わ

れ
、
冒
頭
、
主
催
者
で
あ
る
長
野
林
政
協
議
会

会
長
の
塩
入
長
野
県
林
務
部
長
か
ら
、
信
州
カ

ラ
マ
ツ
の
魅
力
な
ど
を
交
え
た
挨
拶
を
、
続
い

て
入
賞
者
に
対
し
塩
入
部
長
か
ら
表
彰
状
（
ひ

の
き
製
の
楯
）
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
副
賞
と
し

て
、
最
優
秀
賞
に
は
漆
塗
り
の
サ
ワ
ラ
製
寿
司

桶
、
優
秀
賞
に
は
木
曽
ひ
の
き
製
小
判
メ
ン
パ

（
弁
当
箱
）
と
漆
塗
り
ひ
の
き
マ
イ
箸
セ
ッ
ト

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鈴
木
中
部
森
林
管

理
局
長
よ
り
、
応
募
の
あ
っ
た
百
八
点
の
作
品

の
審
査
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
と
入
賞
作
品
を

大
勢
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
活
用
策
な
ど
を

交
え
て
講
評
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
林
務
部
長
室
で
行
わ
れ
た
懇
談
会

で
は
、「
カ
ラ
マ
ツ
の
新
緑
は
日
々
色
が
変
化

す
る
た
め
撮
影
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
か
っ

た
」、「
新
緑
時
期
を
逃
し
た
か
と
思
っ
た
が
、

標
高
の
高
い
所
は
新
緑
が
残
っ
て
い
た
」、「
光

線
の
当
た
り
方
を
合
わ
せ
る
の
に
苦
労
し
た
」、

「
偶
然
、
カ
ラ
マ
ツ
林
の
中
か
ら
家
族
が
出
て

き
た
の
で
撮
影
し
た
」
な
ど
、
撮
影
時
の
苦
労

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

 ［
南
信
署
　
諏
訪
南
森
林
事
務
所
］

 

下
城
　
大
作
　
森
林
官

　

諏
訪
南
森
林
事
務
所
は
、
長
野
県
茅
野
市
に

所
在
し
て
お
り
、
当
森
林
事
務
所
が
管
轄
す
る

国
有
林
は
、
北
部
の
蓼
科
山
か
ら
南
部
の
編
笠

山
の
間
に
標
高
二
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
峰
が

連
な
る
八
ヶ
岳
地
域
の
六
千
六
百
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
、
標
高
九
百
二
十
メ
ー
ト
ル
～
千
六
百�

四
十
メ
ー
ト
ル
で
赤
石
山
脈
の
最
北
端
に
位
置

す
る
金
沢
地
域
の
七
百
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ラ
マ
ツ
新
緑
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

�

表
彰
式
を
開
催

ツリークライミング

入賞者の方々との懇談

赤岳

入賞者の方々及び局長（右）、林務部長（左）

シ
リ
ー
ズ
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ま
ず
、
八
ヶ
岳
地
域
は
冷
山
、
東
嶽
、
青

岨
、
鷹
巣
場
、
西
嶽
、
編
笠
山
の
六
つ
の
国
有

林
か
ら
な
り
ま
す
。

　

本
州
の
ほ
ぼ
中
央
、
長
野
県
と
山
梨
県
に
ま

た
が
る
八
ヶ
岳
は
、
個
性
的
な
山
々
が
連
な
る

山
塊
で
、
夏
沢
峠
を
境
に
主
峰
の
赤
岳
を
中
心

に
力
強
い
岩
峰
が
連
な
り
、
入
門
者
か
ら
本
格

登
山
ま
で
多
彩
な
登
山
ル
ー
ト
が
張
り
巡
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

稜
線
に
は
お
花
畑
が
広
が
り
コ
マ
ク
サ
な
ど

の
希
少
な
高
山
植
物
が
可
憐
な
姿
を
見
せ
て
く

れ
る
南
八
ヶ
岳
と
、
原
生
林
が
生
い
茂
り
、
大

小
い
く
つ
も
の
神
秘
的
な
池
が
点
在
し
、
傾
斜

が
な
だ
ら
か
で
岩
場
が
少
な
く
森
が
多
い
た
め

ハ
イ
キ
ン
グ
か
ら
本
格
登
山
ま
で
楽
し
め
る
北

八
ヶ
岳
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
山
登
り
が
楽
し
め
る
山
と
し
て

登
山
者
に
も
た
い
へ
ん
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
、
近
年
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に

よ
る
樹
木
や
高
山
植
物
等
の
食
害
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
市
町
村
な
ど
関
係
団
体
や

各
山
小
屋
関
係
者
等
と
連
携
し
て
、
く
く
り
罠

に
よ
る
捕
獲
や
電
気
防
鹿
柵
等
を
設
置
し
て
高

山
植
物
等
を
保
護
す
る
取
組
を
積
極
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

次
に
金
沢
地
域
に
あ
る
金
沢
山
国
有
林
は
、

戦
国
大
名
の
武
田
信
玄
が
金
を
採
掘
し
た
八
カ

所
あ
る
金
山
の
う
ち
の
一
つ
と
さ
れ
、
金
沢
金

山
は
、
金
鉱
脈
が
鶏
が
羽
を
広
げ
た
姿
に
似
て

い
る
こ
と
か
ら
「
金
鶏
金
山
（
き
ん
け
い
き
ん

ざ
ん
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

当
金
沢
山
国
有
林
は
人
工
林
率
が
九
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
そ
の
内
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト

が
カ
ラ
マ
ツ
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

立
木
販
売
の
実
施
や
、
毎
年
春
先
に
は
「
金
鶏

グ
リ
ー
ン
デ
ィ
」
と
称
し
て
分
収
造
林
地
で
あ

る
地
元
小
学
校
の
学
校
林
に
お
い
て
森
林
教
室

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
挙
げ
た
こ
と
以
外
に
も
収
穫
調
査

や
境
界
巡
検
、
生
産
・
造
林
事
業
の
監
督
業
務

や
安
全
指
導
の
実
施
、
ふ
れ
あ
い
の
郷
の
管
理

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の
整
備
、
定
期
的

な
外
部
会
議
な
ど
多
種
多
様
な
業
務
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
初
め
て
の
森
林
官
業
務
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
突
発
的
な
事
案
も
多
く

日
々
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
変
な
事

も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
現
場
の
最
前
線
で
働
く

者
と
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
関
わ
り
や
繋
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
業
務
に
携
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
人
事

 

十
月
一
日
付

▽�

南
信
森
林
管
理
署
首
席
森
林
官
（
駒
ヶ
根
・

伊
那
担
当
）｛
経
理
課
経
理
第
一
係
長
｝

�

羽
場　

達
夫

▽�

総
務
企
画
部
経
理
課
経
理
第
一
係
長
｛
経
理

課
支
出
係
長
｝�

坂
口
美
智
恵

▽�

総
務
企
画
部
経
理
課
支
出
係
長
｛
北
信
署
主

任
森
林
整
備
官
（
森
林
ふ
れ
あ
い
・
資
源
活

用
担
当
）｝�

岡
本　
　

守

▽�

南
信
森
林
管
理
署
首
席
森
林
官
（
下
諏
訪
・

横
川
担
当
）｛
南
信
署
主
任
森
林
整
備
官

（
経
営
・
森
林
ふ
れ
あ
い
担
当
）｝

�

飯
島　

隆
男

▽�

南
信
森
林
管
理
署
主
任
森
林
整
備
官
（
経

営
・
ふ
れ
あ
い
担
当
）｛
南
信
署
首
席
森
林

官
（
駒
ヶ
根
・
伊
那
担
当
）｝�

寺
澤　

茂
雄

▽�

北
信
森
林
管
理
署
（
長
野
・
戸
隠
担
当
区
）

｛
南
信
署
｝�

俣
野　

篤
樹

◎
中
部
森
林
管
理
局
有
志
協
議
会
連
絡
協
議
会

　

11
月
５
日　

松
本
市

◎
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
準
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
連
携
会
議

　

11
月
６
～
７
日　

下
呂
市
他

人
の
う

ご
き

電気防鹿柵の設置

児童の林業体験

安全指導をする下城森林官
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日
本
の
三
大
美
祭
の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
る

こ
の
祭
り
は
、
飛
騨
高
山
の
風
物
詩
で
あ
り
、

そ
の
起
源
は
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
春
の
山
王
祭

　

春
の
山
王
祭
は
、
旧
高
山
城
下
町
の
南
半
分

の
氏
神
様
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
日
枝
神
社
（
山

王
様
）
の
例
祭
で
、
毎
年
四
月
十
四
日
・
十
五

日
、
う
ら
ら
か
な
春
の
訪
れ
と
と
も
に
安
川
通

り
（
国
道
一
五
八
号
線
）
南
側
の
上
町
を
舞
台

に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

祭
り
の
華
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
絢
爛
豪
華

な
屋
台
で
、
山
王
祭
の
屋
台
組
が
誇
る
十
二
台

の
屋
台
が
曳
き
揃
え
ら
れ
た
様
は
、「
動
く
陽

明
門
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
台

の
屋
台
で
行
わ
れ
る
か
ら
く
り
奉
納
、
伝
統
衣

装
を
ま
と
っ
て
古
い
町
並
を
歩
く
御
巡
幸
、
提

灯
を
灯
し
た
屋
台
が
祭
囃
子
を
奏
で
な
が
ら
町

を
一
巡
す
る
夜
祭
な
ど
、
悠
久
の
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
祭
絵
巻
が
人
々
の
心
を
魅
了
し
ま
す
。

◆
秋
の
八
幡
祭

　

秋
の
八
幡
祭
は
、
旧
高
山
城
下
町
の
北
半
分

の
氏
神
様
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
桜
山
八
幡
宮
の

例
祭
で
、
毎
年
十
月
九
日
・
十
日
、
安
川
通
り

北
側
の
下
町
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

祭
り
の
目
玉
は
十
一
台
の
屋
台
に
よ
る
威
風

堂
々
た
る
曳
き
廻
し
・
曳
き
揃
え
の
様
子
で

す
。
ま
る
で
江
戸
時
代
の
高
山
へ
迷
い
込
ん
だ

よ
う
な
華
や
か
さ
で
す
。
ま
た
、
古
式
ゆ
か
し

い
御
神
幸
、
か
ら
く
り
奉
納
、
幻
想
的
な
宵
祭

り
な
ど
の
伝
統
行
事
も
披
露
さ
れ
、
時
を
忘
れ

る
感
動
に
つ
つ
ま
れ
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

 〔
名
古
屋
方
面
か
ら
〕

　

�

名
古
屋
か
ら
高
山
ま
で
は
、
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線

で
約
二
時
間
二
十
分
、
高
速
バ
ス
で
約
二
時

間
四
十
分
で
す
。

 〔
東
京
方
面
か
ら
〕

　

�

新
宿
か
ら
高
山
ま
で
は
高
速
バ
ス
で
約
五
時

間
三
十
分
、
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
か
ら
は
約
二
時
間

二
十
分
で
す
。

◆
高
山
祭
り

　

高
山
祭
り
は
、
岐
阜
県
高
山
市
で
毎
年
開
催

さ
れ
る
祭
り
の
う
ち
屋
台
が
複
数
出
る
祭
り
の

総
称
で
、
春
の
山
王
祭
と
秋
の
八
幡
祭
が
あ
り

ま
す
。

中橋を渡る屋台（春の山王祭）

布袋台カラクリ奉納（秋の八幡祭）

屋台曳き揃え（秋の八幡祭）

北三番叟「童子」から「翁」へ（春の山王祭）


